
 
アジア証券人フォーラム（ASF）セミナーについて 

 日証協 平 18.3.7～17                 

         
昨年 3 月、京都で開催されたアジア証券人フォーラム（Asia Securities Forum: ASF）1

では、域内の証券市場の育成・発展のためには地域協力が不可欠との観点から、「証券市場

における地域協力に向けて」をテーマに、アジア・太平洋地域の証券市場における様々な

トピックが取り上げられ議論された。その中で、本協会越田会長は、アジア各国からの研

修生受入れを提案した。これを踏まえ、本協会で研修計画を立案し、アジア諸国の債券市

場育成を進めている財務省の支援などにより、標記セミナーが実現の運びとなった。 
 本セミナーは、アジア諸国における証券市場の発展と自主規制機関の育成を支援するこ

とを主たる目的として、アジア諸国の証券市場の自主規制機関等（以下の７カ国９機関）

から参加者を招き、去る 3 月 7 日（火）から 17 日（金）の日程で開催された。 
 
（ASF セミナー参加機関－7 カ国 9 機関） 

  インド      
インド証券取引所会員協会 (ANMI) 

  インドネシア   
インドネシア証券会社協会 (APEI) 

  韓国       
韓国証券業協会 (KSDA) 

  マレイシア    
マレイシア証券会社協会 (ASCM) 

  フィリピン    
フィリピン証券業者協会 (PASBDI) 
フィリピン証券取引所 (PSE) 

  タイ       
タイ証券会社協会 (ASCO) 
タイ債券市場協会 (TBMA) 

  ベトナム     
ベトナム国家証券委員会 (SSC) 
 

                                                  
1 アジア・太平洋地域の証券業界の交流と証券市場の発展

券業協会の代表者、証券取引の専門家が情報・意見交換を

唱して発足し、昨年第 10 回会議を京都で開催。本年 5 月

れる予定。 
日本証券業協会での講義 
東証アローズ電光掲示板の歓迎メッセージ 

に寄与することを目的に、同地域の証

行う国際会議。1995 年に本協会が提

に第 11 回会議が韓国ソウルで開催さ



セミナーで行った講義、見学は、別表のとお

りである。あらましを述べると、本協会の各担

当部から、本協会の組織、業務の概要、自主規

制ルールとその運用の仕組みを説明したほか、

東京証券取引所及びジャスダック証券取引所

から各取引所における取引の仕組みや上場審

査基準について、証券保管振替機構及び日本ク

リアリング機構から証券の保管・振替、清算・

決済のシステムについて説明していただいた。

日本銀行、日本相互証券では、公社債の取引・

決済システムについての講義をしていただい

た。日本投資者保護基金からは同基金の概要等について説明していただいた。また、金融

庁、証券取引等監視委員会から日本の証券市場規制、検査の全体像について、国際開発金

融機関であるアジア開発銀行からアジア債券市場イニシアティブの進捗状況等について説

明していただいた。さらに、野村證券及びマネックス証券の両社で店舗等の見学をさせて

いただくとともに、業務概要を説明していただいた。 

アジア開発銀行駐日代表事務所による講義 

いずれの講義においても、講師と参加者との間で活発な質疑応答が行われ、日本の証券

市場のルール、仕組み、自主規制の方法等に対する参加者の関心の高さがうかがえた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 金融庁による講義 

短期間のセミナーではあったが、参加者からは、

枠組みを包括的にカバーするプログラムであり、非

参加者はすべてアジア各国の自主規制機関、証券

において証券市場運営の第一線を担っている人々

ーで得た知識・情報を活用していただけるものと

ンでは、参加者から、当方にはない視角、考え方か

日本側からみても有意義な意見・情報交換の場とな

さらに、今回のセミナーを通じて、本協会をはじ

じて各国証券市場との友好関係、信頼関係を強化

のと考える。本協会としても、この成果を生かし
各国からの参加者 

日本の証券市場の仕組み、自主規制の

常に有意義であったとの評価を受けた。

取引所、証券業者団体もしくは規制当局

であり、各国市場の発展のため本セミナ

考える。また、各講義のディスカッショ

ら質問、意見が述べられることもあり、

った。 
め日本の証券関連機関が各参加者を通

することができたことの意義は大きいも

、今後一層、アジア域内協力のネットワ



ークを拡充し、また、各国との協力、情報交換を促進していくこととしたい。 
 
（別表）ASF セミナー／プログラム 
 
日   プログラム名 講義担当機関（部） 

1 オリエンテーション、協会の概要 日本証券業協会総務部 

2 自主規制 日本証券業協会自主規制企画部 
3/7 

(火)  
3 外務員資格制度及び試験 日本証券業協会資格管理部 

4 公社債店頭市場 日本証券業協会公社債・金融商品部 

5 株式店頭市場 日本証券業協会エクイティ市場部 
3/8 

（水） 
6 JASDAQ 組織概要、取引システム ジャスダック証券取引所 

7 監査 日本証券業協会監査部 

8 処分 日本証券業協会規律審査部 
3/9 

（木） 
9 紛争処理 日本証券業協会証券あっせん・相談センター 

10 アローズ見学、東証の概要、上場会社規制 東京証券取引所 

11 考査制度 東京証券取引所 
3/10 

（金） 
12 売買審査制度 東京証券取引所 

13 債券の PTS 日本相互証券 

14 研修 日本証券業協会研修部 
3/13 

（月） 
15 投資家教育 日本証券業協会証券教育広報センター 

16 国債取引の決済システム 日本銀行 

17 証券市場規制の概要 金融庁 
3/14 

（火） 
18 検査の概要と市場監視 証券取引等監視委員会 

19 アジア債券市場イニシアティブ アジア開発銀行駐日代表事務所 

20 保管振替システムの概要 証券保管振替機構 
3/15 

（水） 
21 清算決済システムの概要 日本証券クリアリング機構 

22 野村ホールディングス 

23 
総合証券会社の業務の概要 

野村證券 
3/16 

（木） 
24 インターネット証券会社の業務の概要 マネックス証券 

25 投資者保護基金の概要 日本投資者保護基金 3/17 

（金） 26 総括 日本証券業協会総務部 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


